
まちの予算の概要まちの予算の概要令和５年度令和５年度

一般会計 31億　 536万 1千円（前年度比4.3％、　1億2,915万 8千円増）

特別会計   5億　 527万 2千円（前年度比20.5％、　　 8,606万 6千円増）

総　　額 36億 1,063万 3千円（前年度比6.3％、　2億1,522万4千円増）

　　　　　　　　　　　　区分
 会計別 Ｒ５予算額

Ｒ４

当初予算額

比　較
備　考

増減額 増減率（％）

一 般 会 計 3,105,361 2,976,203 129,158 4.3 特別会計繰出金 182,852

簡 易 水 道 事 業 122,186 77,864 44,322 56.9 一般会計繰入金 23,312

国民健康

保険事業

事 業 勘 定 120,546 122,422 ▲ 1,876 ▲ 1.5 〃　　　39,038

直 診 勘 定 99,300 74,238 25,062 33.8 〃　　　26,509

下 水 道 事 業 70,392 55,238 15,154 27.4 〃　　　46,656

介 護 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 47,560 45,711 1,849 4.0 〃　　　28,894

後 期 高 齢 者 医 療 45,288 43,733 1,555 3.6 〃　　　18,443

特 別 会 計 合 計 505,272 419,206 86,066 20.5   　　  〃　 　182,852

合 計 3,610,633 3,395,409 215,224 6.3

特

別

会

計

（千円）

令和５年度令和５年度 まちの予算の概要まちの予算の概要
“基金”取り崩し ２億 6,743 万 7 千円 !!“基金”取り崩し ２億 6,743 万 7 千円 !!

依
存

財

源

依
存

財

源
　7979 ％％

自主財

源

自主財

源2121％％

地方交付税地方交付税
1717億億 7,3007,300万円万円

57.57.11％％

地方債地方債
33億億 2,6502,650万円万円 

10.10.55％％

国庫支出金国庫支出金
1億 4,2341 億 4,234 万万 55千円千円

 4. 4.66％％

道支出金
1億 2,957万 7千円 

44..22％％

地方譲与税
2,600万円 0.8％

その他
5,560万円 1.8％

町税町税
11億億 5,8575,857万万 44千円千円 5.5.11％％

使用料及び手数料
3,797万円 1.2％

分担金及び負担金
3,433 万 6千円 1.1％

財産収入
2,033万 55千千円

0.7％

その他その他
11億億 3,2353,235万 4千円

　　4.2％歳 入
31億536万

　  1千円

繰入金
22億億 6,8776,877万万円

8.8.77％％

■「健全財政の維持」と「公共行政サービス

水準の維持」と「地域の活性化」の３つの課

題の両立と克服を目標に、

①エネルギー・物価高騰の影響に伴う公共行

　政サービス水準低下の回避

②地域公共交通維持対策の推進

③国・道・民間資金等「地方支援制度」の機

　動的な活用

④「子ども・子育て支援」の充実

⑤「防災・減災対策」の推進

⑥「公共施設の老朽化対策」の計画的な推進

⑦新しい人の流れによる関係人口の創出・拡

　大と地域コミュニティの再生

⑧「半島先端の価値の創生」へ導く官民連携

　の促進

⑨ゼロカーボン北海道への寄与

などの国や道の基本的・共通的な施策の動向

も勘案して、総額 31 億 536 万 1 千円の予算

としました。

一般会計予算の概要一般会計予算の概要
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義
務

的
経
費
 36.

義
務

的
経
費

36.
99％％

区　分 Ｒ５予算額
Ｒ４

当初予算額
増減額

議 会 費 62,028 60,135 1,893

総 務 費 965,200 997,268 ▲ 32,068

民 生 費 407,444 380,385 27,059

衛 生 費 322,379 173,806 148,573

労 働 費 5,354 7,467 ▲ 2,113

農 林 水 産 業 費 148,966 214,350 ▲ 65,384

商 工 費 143,835 154,688 ▲ 10,853

土 木 費 240,838 172,306 68,532

消 防 費 198,426 196,533 1,893

教 育 費 204,055 204,861 ▲ 806

公 債 費 405,052 412,520 ▲ 7,468

そ の 他 1,784 1,884 ▲ 100

合 計 3,105,361 2,976,203 129,158

（目的別歳出）
（千円）

人件費人件費
66億億 3,5303,530万万 66千円千円

20.20.55％％

　　　公債費　　　公債費
　　4　　4億億 504504 万万 22千円千円

　　　 13.　　　 13.00％％

　　    扶助費　　    扶助費
　　　1　　　1億億 525525万万 88千円千円

　　　　　3.　　　　　3.44％％

　　　投資的経費　　　投資的経費
　　4　　4億億 3,6653,665万万 55千円 千円 

　　　　14.　　　　14.11％％

※※物件費　　物件費　　
66億億 9,8169,816万万 99千円千円

22.22.55％％

　 補助費等　 補助費等
　4　4億億 7,3247,324 万円万円 
　　　15.　　　15.22％％

　　　　繰出金　　　　繰出金
11億億 8,2858,285万万 22千円千円

5.5.99％％

　維持補修費　維持補修費
11億億 2,2882,288万万 55千円千円 4.4.00％％

そ
の
他
経

費
 4
9

そ
の
他
経

費
49

％％

投資的
投資的

経費経費

1414..
11％％

歳 出

その他その他
4,5954,595 万万 44千円千円 1.1.44％％

※物件費：旅費、需用費、委託料等消費的性質の経費

区　分 Ｒ５予算額
Ｒ４

当初予算額
増減額

町 税 158,574 165,278 ▲ 6,704

普 通 交 付 税 1,570,000 1,520,000 50,000

特 別 交 付 税 203,000 165,000   38,000

ふ る さ と

納 税 寄 附 金
65,000 70,000 ▲ 5,000

企 業 版

ふ る さ と 納 税
4,095 8,578 ▲ 4,483

ク ラ ウ ド フ ァ

ン デ ィ ン グ 型

ふ る さ と 納 税

9,500 0 皆増

基 金 繰 入 金 267,437 200,958 66,479

過疎対策事業債 255,600 157,400 98,200

臨時財政対策債 7,000 33,000 ▲ 26,000

緊 急 防 災・

減 災 事 業 債
23,200 47,700 ▲ 24,500

そ の 他

（地方債を含む）
541,955 608,289 ▲ 66,334

合 計 3,105,361 2,976,203 129,158

（歳入のうち増減額が大きいもの）
（千円）

会計 事業名 事業費

　地域経済循環創造事業

　 （国の岬の湯改修助成）
46,875

　美国小学校暖房設備

　更新事業
12,000

合　　　計 58,875

　※この事業財源は、令和５年度へ繰越留保されます。

（千円）

（令和４年度から予算を
　　繰り越して実施する事業）

一
般
会
計

（性質別内訳）

31億536万

　  1千円

　美国～余別間交通体系構築関連事業予算

や当初予算案に計上できなかった事務事業

については、令和４年度特別会計赤字額の

実績、７月の地方交付税の状況、国・道補

助金と過疎対策事業債等の採択内示の状況

など、年度途中の歳入財源確保の見通しを

踏まえて、特に国費等補助金を要望中の急

がれる諸課題の解決に役立てることで、懸

案事業の早期着手に努めます。
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令和５年度予算令和５年度予算　主主なな事務事務・・事業事業

１１ 豊かな郷土で自ら学び、地域文化を育むまちづくり豊かな郷土で自ら学び、地域文化を育むまちづくり『生涯学習』『生涯学習』

第５次総合計画の５つの基本目標に沿った、令和５年度の主な事務・
事業を紹介します。

子どもの安心・安全対策支援事業［新規］　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　80万円

　スクールバスへ子どもの置き去り事故防止安全
装置を設置。装置を設置。

子どもの安心・安全対策支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　80

　外国語指導助手（ＡＬＴ）や特別支援員（小学校

３名・中学校１名）の配置。３名・中学校１名）の配置。

学校教育推進事業［継続］　1,373 万円 スクールバス整備事業［新規］　510万円

　平成 21 年に購入したスクールバスの更新。　平成 21 年に購入したスクールバスの更新。

スクールバス整備事業

２２ 地域ぐるみでつくる健康、支えあう福祉のまちづくり地域ぐるみでつくる健康、支えあう福祉のまちづくり『町民福祉』『町民福祉』

びくに保育所改修事業［継続］　2,200 万円

　照明器具ＬＥＤ化やフェンス等の改修。

子ども医療費助成事業［継続］　278万円子ども医療費助成事業

　18 歳までの医療費自己負担の無償化。　照明器具ＬＥＤ化やフェンス等の改修。

びくに保育所改修事業

高齢者の保健・介護予防事業［継続］
　　　　　　　　　　　　　　　総事業費 1,036万円

３３ 自然と共生し、安全で快適な暮らしを実現するまちづくり自然と共生し、安全で快適な暮らしを実現するまちづくり『防災・生活基盤・環境』『防災・生活基盤・環境』

河川緊急自然災害防止対策事業［新規］　800万円

河川緊急浚
しゅんせつ

渫推進事業［継続］　500万円

　入舸川、日司川、茶津川等の河川維持保全。

小泊地区防災避難路整備事業［新規］1,220万円

　小泊野営場駐車場までの避難路・町道改良。

　入舸川、日司川、茶津川等の河川維持保全。

　小泊野営場駐車場までの避難路・町道改良。

小泊地区防災避難路整備事業

水産多面的機能発揮対策事業［継続］　126万円

水産物出荷施設改修事業［新規］　193万円

水産多面的機能発揮対策事業

水産物出荷施設改修事業

農業振興対策関連事業［継続］　1,050 万円農業振興対策関連事業

　家畜改良、営農改善、農業機械、乳牛検定、有機
農業対策事業の助成。

　磯焼け漁場の回復活動への助成及び日司漁港ホッ

ケ選別機保管庫の改修助成。ケ選別機保管庫の改修助成。ケ選別機保管庫の改修助成。

農業対策事業の助成。

４４ 産業が連携し、豊かな地域資源をまもり活かすまちづくり産業が連携し、豊かな地域資源をまもり活かすまちづくり『産業振興』『産業振興』

５５ みんなが主役、未来へつなぐ協働のまちづくりみんなが主役、未来へつなぐ協働のまちづくり『コミュニティ・行財政』『コミュニティ・行財政』

地域魅力向上・発信事業［新規］　110万円地域魅力向上・発信事業

　積丹町出身の世界的造形作家によるフィギュア

（ゴジラ）等の作品展示会や講演会。（ゴジラ）等の作品展示会や講演会。

地域おこし協力隊推進事業 ＜拡充＞　8,640 万円

　・地域おこし協力隊活動支援：17 名予定

　　【Ｒ４継続９名、Ｒ５新規８名】

　・地域おこし協力隊インターン：５名予定

地域おこし協力隊推進事業 

　・地域おこし協力隊活動支援：17 名予定

　　【Ｒ４継続

　・地域おこし協力隊インターン：５名予定

高等学校生徒通学費等補助事業［継続］　586 万円

　通学費及び下宿費の原則１万円を超える分の助成。

教育実習生受入事業［新規］　37万円

　北海道教育大学の教育実習生を受け入れるための

住環境を整備。

教育実習生受入事業

積丹岳森林レクリエーションエリア機能改善
事業［新規］　1,000 万円

　積丹岳休憩所の改修及び登山道の維持修繕。　積丹岳休憩所の改修及び登山道の維持修繕。

積丹岳森林レクリエーションエリア機能改善
事業

クリーンセンター改修事業［継続］ 5,000万円

　建設後 20 年を経過した建物、設備機器等の更新。　建設後 20 年を経過した建物、設備機器等の更新。

防災拠点研修事業［継続］ 350 万円

　消防等防災要員の人材育成研修及び美国市街地の
防火用水の流量確保。防火用水の流量確保。

　自動血球計数器、ＬＥＤ内視鏡システム、超音波

診断装置及び電子カルテの導入整備。診断装置及び電子カルテの導入整備。

国保診療所医療機器整備事業［新規］　2,630 万円

　後期高齢者の「保健事業」と「介護保険事業」を
連携推進。

美国地区防火用水整備事業［新規］ 350 万円
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優れた活動を認定！優れた活動を認定！“積丹町観光サポーター”“積丹町観光サポーター”

　
町
で
は
、
平
成

　
町
で
は
、
平
成
2727
年
度
か
ら
、
積
丹
町
の
魅
力
に
つ
い
て
、

年
度
か
ら
、
積
丹
町
の
魅
力
に
つ
い
て
、

幅
広
く
情
報
発
信
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
「
積
丹
町
観
光

幅
広
く
情
報
発
信
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
「
積
丹
町
観
光

サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
情
報
発
信
の
方

サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
情
報
発
信
の
方

法
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
の
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
新
聞
・

法
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
の
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
新
聞
・

雑
誌
へ
の
投
稿
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設

雑
誌
へ
の
投
稿
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設

置
、
各
種
会
合
で
の
積
丹
町
の
宣
伝
な
ど
、
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー

置
、
各
種
会
合
で
の
積
丹
町
の
宣
伝
な
ど
、
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー

の
自
主
性
に
任
せ
て

の
自
主
性
に
任
せ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
３
月
に

開
催
さ
れ
た
選
考
会

議
（
構
成:

積
丹
町
商

工
会
・(

一
社)

積
丹

観
光
協
会
・
積
丹
町
）

で
、
柴
田
直
樹
さ
ん

（
札
幌
市
）
を
優
れ

た
活
動
を
行
っ
た
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
認

定
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
、
町
内
外
を
問

わ
ず
、『
積
丹
応
援
団
』

と
し
て
町
の
魅
力
や

情
報
を
積
極
的
に
発

信
し
て
い
た
だ
く
観

光
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登

録
者
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

認定者 活動内容

柴田直樹
（札幌市）

①積丹町の景勝地やニュースを同氏の写真ブログ「北の幻想風景」

　（https://d73h4xyg.seesaa.net/）で紹介

② SONY 写真掲載サイト「α cafe」に積丹町の写真を複数枚掲載

③札幌市内で写真個展開催、積丹町の写真を展示

　期間：令和４年 11 月 15 日（火）～ 11 月 20 日（日）

④令和３年度・第 33 回積丹観光フォトコンテスト　準グランプリ

　

町
内
外
の
観
光
関
連
事
業
者
で
構

成
す
る
※

「
実
の
な
る
杜も

り

推
進
協
議

会
（
岩
井
宏
文
代
表
・
構
成:

町
内

外
事
業
者
６
社
）
」
が
、
神
威
岬
灯

台
の
観
光
資
源
化
と
維
持
管
理
に
協

力
す
る
「
航
路
標
識
協
力
団
体
」
と

し
て
第
１
管
区
海
上
保
安
本
部
（
小

樽
市
）
よ
り
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
指
定
は
、
同
会
を
含
む
町

内
産
業
経
済
団
体
・
町
で
構
成
す
る

積
丹
町
地
域
活
性
化
協
議
会
に
よ

る
「
神
威
岬
灯
台
第
一
等
不
動
レ
ン

ズ
」
里
帰
り
誘
致
運
動
や
そ
の
観
光

資
源
化
へ
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
石
狩
灯
台

（
石
狩
市
）
、
鴎

か
も
め
じ
ま

島
灯
台
（
江
差
町
）、

字う

と

ろ

登
呂
灯
台
（
斜
里
町
）
に
次
ぐ
道

内
４
団
体
目
、
後
志
管
内
で
は
初
の

指
定
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
同

本
部
よ
り
、
灯
台
の
啓
発
や
活
用
等

の
活
動
に
対
す
る
情
報
提
供
や
支
援

等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

２
月
27
日
に
、
同
本
部
で
団
体
指

定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
、
飯い

い
づ
か塚

秋あ
き
な
り成

同
本
部
長
よ
り
同
会
の
岩
井
代
表
へ

指
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
岩
井

代
表
は
「
灯
台
の
歴
史
に
興
味
の
あ

る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。
積

丹
応
援
団
が
協
力
し
て
、
今
後
の
積

丹
町
の
観
光
業
の
大
き
な
柱
に
し
た

い
。」
と
熱
い
抱
負
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
指
定
を
機
に
、
神
威
岬
灯

台
の
一
般
公
開
や
灯
台
の
歴
史
・
文

化
を
学
ぶ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な
ど
の
計

画
を
検
討
し
て
、
当
町
の
新
た
な
体

験
型
観
光
振
興
に
よ
る
町
の
活
性
化

に
貢
献
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

▲岩井代表（左）、飯塚本部長（右）

「
神
威
岬
灯
台
協
力
団
体
」

「
神
威
岬
灯
台
協
力
団
体
」
に
指
定

に
指
定

第第
１１
管
区
海
上
保
安
本
部
／
実
の
な
る

管
区
海
上
保
安
本
部
／
実
の
な
る
杜杜も

り
も
り

推
進
協
議
会

推
進
協
議
会

　積丹町の気候風土や豊富な地

域資源を活用して、地域の「稼

ぐ力」や「地域の価値」の発

見・向上を目指す地方創生の具

体的な取組に挑戦することを目

的に、町内外の積丹応援団で構

成する任意団体。

※※実のなる杜推進協議会実のなる杜推進協議会

神威岬灯台
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　町内小中学校で「卒業証書授与式」が行われ、そ　町内小中学校で「卒業証書授与式」が行われ、そ
れぞれの校長先生から卒業証書が手渡されました。れぞれの校長先生から卒業証書が手渡されました。
　仲間との別れに涙を流す卒業生や我が子の成長に　仲間との別れに涙を流す卒業生や我が子の成長に
目を潤ませる保護者の姿がありました。目を潤ませる保護者の姿がありました。

町内小中学校で卒業式町内小中学校で卒業式
～最高の仲間たち、ありがとう～～最高の仲間たち、ありがとう～

美国中学校美国中学校（卒業生７名・３月 15 日）（卒業生７名・３月 15 日） 野塚小学校野塚小学校（卒業生３名・３月 17 日）（卒業生３名・３月 17 日）

　
令
和
４
年
度
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
交
流
会

が
３
月
18
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
４
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
町
内
各
地
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
な
ど
63
名
が
参
加
し
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
栗
山
町
立
北
海
道
介
護
福

祉
学
校
の
講
師
と
、生
徒
に
よ
る
「
災
害
時
、

認
知
症
の
方
と
一
緒
に
避
難
だ
Ｇ
О
！
」
と

題
し
た
講
演
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
の

皆
さ
ん
に
よ
る
歌
や
舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
久

し
ぶ
り
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
の
部
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
日
頃
か
ら
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
考
え
、

災
害
時
に
助
け
合
え
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
か
だ
る
フ
ェ

余別小学校余別小学校（卒業生１名・３月 18 日）（卒業生１名・３月 18 日） 美国小学校美国小学校（卒業生７名・３月 20 日）（卒業生７名・３月 20 日）

ス
」
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
と
積
丹
町
の

共
催
で
行
わ
れ
、約
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
＃
み
ん
な
で
助
か

る
た
め
に
」
と
題
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が

行
わ
れ
、
災
害
時
の
課
題
や
ス
ム
ー
ズ
に
避

難
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
意
見

を
出
し
合
い
、
近
年
頻
発
化
、
激
甚
化
す
る

災
害
へ
の
対
応
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
同

学
校
で
介
護
福
祉
士
を
目
指
す
学
生
も
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
参
加
し
、
積
丹
町
の
課
題

や
現
状
を
一
緒
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
災
害
時
の
「
自
助
」
と
「
共
助
」
の

意
識
を
高
め
、
地
域
防
災
力
の
向
上
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
醸
成
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
交
流
会
＆

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
交
流
会
＆

Ｎ
Ｈ
Ｋ
多
世
代
交
流
防
災
イ
ベ
ン
ト

Ｎ
Ｈ
Ｋ
多
世
代
交
流
防
災
イ
ベ
ン
ト

「
か
だ
る
フ
ェ
ス
」
を
開
催
！

「
か
だ
る
フ
ェ
ス
」
を
開
催
！

広報しゃこたん令和５年４月号
6


